
 
 
 

 
２０２２年６月号 Ｎｏ．１８８ 

連絡先  北九州市小倉北区黄金１－４－９－２０７号 

 メール   k_roren@ybb.ne.jp  093-921-0747 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  https://kitakyushu-roren.sakura.ne.jp/ 

 

 

                             

                             

                             

                             

                             

２０２２年６月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１８８（１） 
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093-921-0747 

雨
あ
が
り 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
今

も
胸
を
え
ぐ
る
衝
撃
が
続
い
て
い
ま

す
。
世
間
の
人
た
ち
や
、
身
近
な
周
り

の
人
た
ち
も
「
日
本
も
核
兵
器
を
保
有

す
る
べ
き
だ
」
「
す
ぐ
改
憲
す
る
べ
き

だ
」
と
い
う
発
言
を
し
、
耳
に
し
た
私

も
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

し
か
し
、
５
月
３
日
憲
法
記
念
日
に

開
催
さ
れ
た
「
５
．
３
憲
法
集
会
」
に

参
加
し
て
、
９
条
の
大
切
さ
、
核
兵
器

な
ん
て
い
ら
な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

武
力
を
背
景
に
し
た
威
嚇
が
戦
争
の

抑
止
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
簡
単
に

戦
争
を
引
き
起
こ
す
元
凶
で
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
発
揮

し
た
政
府
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
地
域
の

平
和
を
構
築
す
る
た
め
の
対
話
こ
そ

が
重
要
で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。 

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
使
っ
て
不
安
を

あ
お
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
危
険
な
意

図
を
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
か
な
く

て
は
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
中
） 

永
冨
議
長
は
、
「
自
民
党
は
、
防
衛

費
に
つ
い
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
を
目
指
す

と
し
て
い
る
が
、
今
５
兆
５
千
億
が
１

１
兆
円
と
な
り
世
界
３
番
目
の
軍
事

費
と
な
る
。
そ
の
財
源
は
、
ど
う
な
る

の
か
。
こ
の
４
月
、
値
上
げ
が
続
く
な

か
で
年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
自
公

政
権
で
最
低
賃
金
は
、
少
し
は
上
が
り

ま
し
た
が
消
費
税
の
増
税
な
ど
で
実

質
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
危
機
で
欧
米
で
は
、
経
済
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
最
低
賃
金
を

１
５
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
流

れ
が
起
き
て
い
る
。」
と
開
会
挨
拶
の

中
で
現
在
の
日
本
の
情
勢
に
つ
い
て

ふ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
の
提
案
は
、
第
１
号
議
案
活
動

経
過
報
告
で
１
２
月
の
第
８
０
回
評

議
員
会
以
後
６
月
ま
で
の
春
闘
の
取

り
組
み
、
第
９
３
回
北
九
州
統
一
メ
ー

デ
ー
、
２
０
２
２
年
春
闘
要
求
前
進
を

め
ざ
す
地
域
総
行
動
、
憲
法
改
悪
反
対

宣
伝
行
動
、
争
議
支
援
の
た
た
か
い
等

多
く
の
取
り
組
み
の
中
で
、
大
き
な
成

果
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ
と
を
道
下

副
議
長
が
報
告
・
提
案
し
ま
し
た
。
第

２
号
議
案
と
し
て
２
０
２
１
年
第
３

四
半
期
収
支
報
告
が
会
計
監
査
報
告

と
と
も
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
第
３
号
議
案
は
夏
期
闘
争
方
針
・
当

面
の
取
り
組
み
（
案
）
と
し
て
、「
第

３
４
回
定
期
大
会
の
日
程
確
認
、
役
員

定
数
の
確
認
、
役
員
検
討
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
組
織
財
政
検
討
委
員

会
な
ど
の
設
置
と
構
成
つ
い
て
提
案
、

８
時
間
働
け
ば
ま
と
も
な
生
活
の
出

来
る
社
会
の
実
現
を
求
め
、
全
国
一
律

最
賃
制
度
の
確
立
を
目
指
す
取
り
組

み
、
労
働
者
の
悩
み
や
要
求
の
前
進
を

め
ざ
し
労
働
相
談
活
動
の
強
化
、
平
和

行
進
や
原
水
禁
大
会
、
反
核
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
平
和
の
取
り
組
み
」「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
全
国
署
名
の
取
り
組
み
」

「
参
議
院
選
挙
闘
争
方
針
（
案
）」、「
消

費
税
５
％
」「
公
務
の
と
こ
ろ
で
た
た

か
わ
れ
る
賃
金
確
定
闘
争
」
等
に
全
力

を
あ
げ
て
奮
闘
し
よ
う
と
提
案
さ
れ

ま
し
た
。 

 

第
４
号
議
案
は
、
２
０
２
２
年
度
暫

定
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
９
月
に

開
か
れ
る
第
３
４
回
定
期
大
会
に
向

け
、
積
極
的
な
活
動
を
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
財
政
的
な
裏
付
け
の
提
案

と
な
り
ま
し
た
。 

 

議
案
に
対
す
る
質
疑
討
論
で
は
、 

香
川
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
鉄
鋼
）、
増
田
（
北

九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
）
、
野
瀬
（
年
金

者
組
合
）
、
川
上
（
福
建
労
北
九
州
）

の
４
人
の
評
議
員
か
ら
、
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
、
争
議
支
援
の
訴
え
、
平
和

行
進
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
、
議
案

に
対
す
る
補
強
意
見
が
述
べ
ら
れ
す

べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択
・
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
永
冨
議
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
を
行
い
、
第
８
１
期
評
議
員
は
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
強
ま
っ
て
い
る
戦
争
へ
の
恐
怖
、
円
安
な
ど
に
よ
る
物
価
上
昇
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
で
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
北
九
州
地
区
労
連
は
６
月
１
０
日
（
金
）
１
８

時
３
０
分
か
ら
市
立
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
で
、
北
九
州
地
区
労
連
第
８
１
回
評
議
員
会
を
開
き
ま
し

た
。
評
議
員
会
は
新
屋
敷
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
川
副
評
議
員
（
年
金
者
組
合
北
九
州
協
議
会
）

と
吉
岡
評
議
員
（
北
九
州
地
区
国
公
議
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。
評
議
員
会
は
、
評
議
員
会
定
数
５
４
人
中
出
席
評
議
員

４
１
人
（
委
任
含
む
）
が
出
席
し
評
議
員
会
議
長
に
よ
る
「
評
議
員
会
成
立
宣
言
」
の
あ
と
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

第
８
１
回
北
九
州
地
区
労
連
評
議
員
会 

北
九
州
地
区
労
連
第
３
４
回
定
期
大
会 

９
月
１
８
日
（
日
）
開
催
を
確
認 

永冨議長は開会挨拶で、「参議院選挙勝

利で、いのち・暮らし守る政治政治へ変
えて要求実現を！」と訴えました。 

mailto:ｋ_roren@ybb.ne.jp
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５
月
１
９
日
平
和
を
あ
き
ら
め
な

い
北
九
州
ネ
ッ
ト
で
７
月
の
参
議
院

選
挙
に
向
け
た
街
頭
宣
伝
を
小
倉
駅

と
黒
崎
駅
で
取
り
組
み
、
北
九
州
地
区

労
連
は
黒
崎
駅
を
担
当
し
ま
し
た
。 

こ
の
２
０
年
間
、
私
た
ち
の
給
料
は

上
が
ら
ず
、
非
正
規
労
働
者
は
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
自
公
政
権
は
、
無
駄

を
な
く
す
と
行
革
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
国
の
赤
字
は
増
え
続
け
、
私
た

ち
の
命
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
保
健
所
や
公
的
病
院
の

削
減
で
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

立
憲
主
義
回
復
を
目
指
す
市
民
連

合
は
、「
憲
法
の
理
念
に
基
づ
く
平
和

外
交
に
徹
し
て
日
本
の
安
全
を
確
保

す
る
事
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
や
イ
ン

フ
レ
か
ら
国
民
生
活
を
防
衛
す
る
た

め
の
積
極
的
な
財
政
支
出
」「
格
差
と

貧
困
を
解
消
す
る
た
め
の
中
期
的
観

点
か
ら
社
会
保
障
・
福
祉
・
雇
用
・
教

育
な
ど
の
分
野
の
政
策
拡
充
」
「
化
石

燃
料
や
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
の
危

険
性
を
鑑
み
、
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
を
す
す
め
脱
炭
素
社
会

の
早
期
実
現
」
な
ど
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 日
本
共
産
党
の
真
島
参
議
院
予

定
候
補
、
社
民
党
の
福
本
予
定

候
補
が
参
加
し
、
野
党
勢
力
の

前
進
を
訴
え
ま
し
た 

く
ら
し
や
す
い
政
策
実
現
の
た
め

に
も
参
議
院
選
挙
で
野
党
の
前
進
が

必
要
で
す
。 

宣
伝
行
動
で
は
、
野
党
か
ら
共
産
党

の
真
島
参
議
院
福
岡
選
挙
区
予
定
候

補
や
社
民
党
の
福
本
予
定
候
補
が
プ

ー
チ
ン
政
権
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

批
判
し
、
そ
れ
に
便
乗
し
た
自
公
・
維

新
の
改
憲
策
動
は
許
さ
れ
な
い
、
参
議

院
選
挙
で
く
ら
し
応
援
の
政
策
を
前

進
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
立
憲
民

主
党
や
れ
い
わ
新
選
組
か
ら
も
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
あ
き
ら

め
な
い
ネ
ッ
ト
代
表
の
前
田
憲

徳
弁
護
士
、
地
区
労
連
永
冨
議

長
等
次
々
に
マ
イ
ク
を
握
り
訴

え
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
次
々
と
、
こ
の
武
力
に

よ
る
侵
略
は
、
許
せ
な
い
が
、
自
民
党

や
維
新
の
会
は
、
こ
の
プ
ー
チ
ン
政
権

の
蛮
行
に
「
核
共
有
」
や
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
「
反
撃
能
力
」
と
読
み
替
え
、

「
指
揮
統
制
機
能
」
を
攻
撃
目
標
に
追

加
す
る
と
言
い
出
し
て
い
る
。
「
指
揮

統
制
機
能
」
は
、
厳
重
に
防
御
さ
れ
て

お
り
自
衛
隊
が
持
つ
巡
航
ミ
サ
イ
ル

で
は
攻
撃
不
能
。
ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
合

う
戦
争
に
な
れ
ば
大
き
な
被
害
を
受

け
る
の
は
、
弱
い
立
場
の
国
民
。
そ
し

て
厳
重
な
指
令
系
統
を
破
壊
す
る
た

め
に
核
を
積
ん
だ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が

必
要
と
な
れ
ば
、
核
戦
争
の
危
機
を
広

げ
、
果
て
し
な
い
軍
拡
に
つ
な
が
る
負

の
連
鎖
が
始
ま
る
。
自
民
党
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
で
４
月
２
１
日
に
安
保
調

査
会
の
提
言
で
防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
以
上
を
念
頭
に
５
年
以
内
に

防
衛
力
強
化
の
た
め
必
要
な
予
算
達

成
を
目
指
す
な
ど
で
、
今
の
５
兆
円
を

超
え
る
防
衛
費
は
世
界
で
９
番
目
の

軍
事
費
。
そ
れ
を
１
１
兆
円
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
米
国
・
中
国
に
次
ぐ
世

界
３
番
目
の
軍
事
国
家
と
な
り
福
祉

や
教
育
の
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

る
こ
と
が
心
配
、
と
声
が
上
が
り
ま
し

た
。 く

ら
し
を
守
る
政
治
を
実
現
す
る

た
め
に
も
立
憲
野
党
へ
の
支
援
を
と

呼
び
か
け
た
行
動
に
は
、
２
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

 

【
補
聴
器
購
入
補
助
を
求
め
て
】 

  

年
金
者
組
合
北
九
州
市
協
議
会
は
、

５
月
１
０
日
に
新
日
本
婦
人
の
会
と

共
に
補
聴
器
購
入
補
助
を
求
め
て
北

九
州
市
へ
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
」

こ
れ
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
家
族
や

社
会
全
体
の
切
実
な
願
い
で
す
。 

高
齢
化
に
伴
う
難
聴
は
、
日
常
生
活

や
社
会
参
加
を
困
難
に
し
て
、
引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
り
、
う
つ
や
認
知
症
の

要
因
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
補
聴
器
助
成
を
求
め
る
高
齢
者

の
声
は
、
年
々
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
と
っ
て
補
聴
器
は
高
額
で
す
。
そ
の

た
め
現
状
は
、
日
本
の
補
聴
器
使
用
率

は
世
界
と
比
べ
て
非
常
に
低
水
準
で

す
。
そ
れ
は
、
難
聴
を
「
医
療
」
の
分

野
と
し
て
補
助
制
度
が
あ
る
欧
米
と

比
べ
て
、
日
本
は
「
障
害
」
と
し
て
と

ら
え
、
助
成
対
象
を
狭
め
て
い
る
こ
と

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。 

（
年
金
者
組
合 

川
副
） 

６
月
１
２
日
（
日
）
１
４

時
か
ら
小
倉
駅
南
口
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
周
辺
で
、

福
岡
県
そ
う
が
か
り
実
行
委

員
会
が
呼
び
か
け
た
「
６
・

１
２
戦
争
反
対
！
い
の
ち
・

く
ら
し
・
憲
法
を
守
る
！
」

福
岡
県
下
一
斉
ス
タ
ン
デ
ン

グ
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い

ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
北
九
州
地
区
労
連
や
新

日
本
婦
人
の
会
、
健
和
会
労

組
、
北
九
州
社
保
協
、
ユ
ニ

オ
ン
北
九
州
、
憲
法
改
悪
に

反
対
す
る
政
党
な
ど
か
ら
５

０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
、
各
団
体
に
よ
る
リ
レ
ー

ト
ー
ク
、
ス
タ
ン
デ
ン
グ
、

署
名
の
集
約
な
ど
に
元
気
い

っ
ぱ
い
取
り
組
み
ま
し
た
。 

署
名
は
２
７
筆
集
約
さ
れ

ま
し
た
。 

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
全
国
署
名
」の
取
り
組
み 

北
九
州
地
区
労
連
目
標
１
万
５
千
筆
（
組
合
員
一
人
５
筆
）
達
成
に
向
け
て
全
力
を
！ 

６・１２戦争反対！いのち・くらし・憲法を守る 

福岡県下一斉スタンデング北九州行動に参加しました。 

総がかり行動実行委員会の呼びかけに応え、小倉
駅南口には５０人を超える参加がありました 

黒崎駅前の宣伝行動は地区労連が担当しました 

 

北九州市議会に、補聴器購入補
助を求めて陳情を行う新婦人・
年金者組合の代表者 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２２年６月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１８８（３） 

 ５
月
２
８
日
福
岡
県
労
連
の
評

議
員
会
が
第
五
偕
成
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、
日

本
社
会
の
様
々
な
問
題
を
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。 

自
公
政
権
が
推
し
進
め
て
き
た

新
自
由
主
義
政
策
が
、
医
療
・
保
健

所
体
制
を
弱
体
化
さ
せ
医
療
崩
壊

を
も
た
ら
し
、
多
く
の
国
民
の
命
を

危
険
に
さ
ら
し
ま
し
た
。
非
正
規
労

働
者
は
、
真
っ
先
に
仕
事
を
失
い
、

中
小
企
業
や
個
人
事
業
は
不
十
分

な
補
償
で
営
業
の
危
機
に
追
い
詰

め
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
貧
困
や
格
差
を
浮
き
彫
り
に
し

た
一
方
で
、
市
場
原
理
に
任
せ
る
の

で
な
く
社
会
で
対
応
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
世
界
中
の
人
々
に
気
づ

か
せ
て
い
ま
す
。 

福
岡
県
労
連
評
議
員
会
で
は
、
世

界
が
公
正
な
経
済
秩
序
に
よ
る
再

分
配
の
必
要
性
を
重
視
し
て
、
ド
イ

ツ
・
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ

で
も
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上

げ
を
実
行
し
、
賃
金
底
上
げ
で
経
済

の
回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本

だ
け
が
異
常
な
低
賃
金
構
造
を
続

け
て
お
り
、
今
こ
そ
大
幅
な
最
低
賃

金
引
上
げ
に
舵
を
取
る
時
と
方
針

提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

永
冨
議
長
が 

北
九
州
地
区
労
連
活
動
を
報
告 

 

討
論
で
は
、
北
九
州
地
区
労
連
か

ら
永
冨
議
長
が
メ
ー
デ
ー
や
平
和

憲
法
を
守
る
取
り
組
み
を
発
言
し

ま
し
た
。 

春
闘
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
行

動
と
し
て
３
月
９
日
の
メ
ー
デ
ー

事
務
局
会
議
を
皮
切
り
に
４
回
の

実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
成
功
の
た

め
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
、
ま
だ
ま
だ

収
束
し
な
い
中
で
す
が
、
感
染
対
策

を
し
っ
か
り
取
っ
て
の
公
園
で
の

集
会
を
企
画
し
、
賛
同
の
広
告
も
３

４
４
口
と
何
と
か
目
標
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当
日
の
５
月
１
日
あ
さ
の
汐
風

公
園
に
は
、
目
標
で
あ
っ
た
４
５
０

人
の
参
加
で
し
た
。 

来
賓
は
、
政
党
か
ら
は
共
産
党
・

社
民
党
に
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
き
、

労
働
争
議
を
闘
う
訴
え
で
は
、
北
九

州
埠
頭
か
ら
雇
止
め
さ
れ
た
増
田

さ
ん
が
、
「
５
月
１
１
日
の
裁
判
で

い
よ
い
よ
最
終
盤
に
入
る
。
北
九
州

埠
頭
側
は
、
雇
止
め
の
客
観
的
か
つ

合
理
的
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。
反

論
に
も
一
貫
性
も
な
い
が
油
断
す

る
こ
と
な
く
全
力
で
勝
利
判
決
を

勝
ち
取
り
た
い
、
そ
の
た
め
の
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
争

議
団
の
榊
原
さ
ん
も
解
決
へ
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
評
議
員
か
ら
「
市
職
員

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
と
労

働
組
合
の
取
り
組
み
」
「
軟
弱
地
盤

や
活
断
層
の
存
在
で
物
理
的
に
基

地
建
設
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

国
は
や
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
ノ

ー
モ
ア
沖
縄
、
命
ど
ぅ
宝
の
運
動
」

「
消
費
税
率
５
％
に
減
税
」
や
「
年

金
引
き
下
げ
止
め
よ
」
「
平
和
を
願

う
力
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
や
め
さ
せ
、
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
社
会
の
実
現
を
」
「
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
に
」
「
５
・
３
憲
法
集
会
に

参
加
し
て
、
い
ま
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
か
学
ぼ
う
」
「
再
審
法
の
改
正

で
誤
っ
た
裁
判
を
速
や
か
に
正
せ

る
、
再
審
制
度
見
直
し
」
「
財
界
主

導
の
政
策
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
教

職
員
を
守
る
」
な
ど
課
題
と
運
動
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

メ
ー
デ
ー
集
会
は
、
「
大
幅
賃
上

げ
」
や
政
治
転
換
を
実
現
さ
せ
る
決

意
を
固
め
合
う
場
と
し
て
成
功
裏

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

平
和
憲
法
を
守
る
取
り
組
み
と

し
て
、
５
月
３
日
に
は
、
憲
法
集
会

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
憲
法
集
会

目
標
は
、
２
０
０
人
で
し
た
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
戦
争
の
足
音
が
聞

こ
え
る
状
況
で
３
５
０
人
と
目
標

を
大
き
く
上
回
り
、
平
和
憲
法
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

猿
田
さ
ん
は
、
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
一
度
大
国
が
戦
争

を
決
意
し
た
ら
、
何
を
し
て
も
止
ま

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
自
民
党
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
４
月
２
１
日

に
安
保
調
査
会
で
提
言
。
そ
の
中
身

は
、
敵
基
地
能
力
を
「
反
撃
能
力
」

に
名
称
変
更
し
、
『
指
揮
統
制
機
能

等
を
攻
撃
目
標
に
追
加
。
防
衛
費
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上
を
念
頭
に

５
年
以
内
に
防
衛
力
強
化
の
た
め

必
要
な
予
算
達
成
を
目
指
す
な
ど

で
、
そ
れ
で
安
全
に
な
る
の
か
。
』 

『
戦
争
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
、
米

中
に
自
制
を
求
め
る
』
視
点
が
欠
落

し
て
い
る
。
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
受
け
日
本
は
、
軍
事
論
は
盛
り

上
が
る
が
対
立
緩
和
の
た
め
外
交

で
何
を
す
べ
き
か
聞
こ
え
な
い
。
戦

争
を
起
こ
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
、
核
を
含
め
た
軍
縮
を
世

界
レ
ベ
ル
で
働
き
か
け
続
け
る
こ

と
、
こ
れ
を
忘
れ
て
は
根
本
を
見
失

う
と
ま
と
め
ら
ま
し
た
。」 

地
区
労
連
と
し
て
「
野
党
の
前
進

の
た
め
に
「
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い

北
九
州
ネ
ッ
ト
」
の
一
員
と
し
て
、

４
月
か
ら
小
倉
駅
と
黒
崎
駅
で
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み
、
市
民
連
合
の

理
念
や
上
が
ら
な
い
給
料
、
増
え
続

け
る
非
正
規
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る

政
策
実
現
の
た
め
に
も
７
月
１
０

日
投
票
の
参
議
院
選
挙
で
野
党
の

前
進
を
目
指
し
、
く
ら
し
応
援
の
政

策
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
訴
え
て

い
る
。
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

 提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は

満
場
の
拍
手
で
採
択
・
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

評
議
員
会
は
、
欠
員
で
あ
っ
た
事

務
局
次
長
に
国
公
福
岡
県
協
議
会

の
玖
村
徳
則
さ
ん
を
補
充
選
挙
で

信
任
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

『
戦
争
反
対
！
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
憲
法
を
守
る
』 

参
議
院
選
挙
で
悪
政
を
続
け
る
与
党
勢
力
に
鉄
槌
を
！ 

す
べ
て
の
組
合
員
は
棄
権
せ
ず
に
投
票
に
い
こ
う
！ 

福岡県労連第７８回評議員会で、議案の提案をす
る福永事務局長 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２２年６月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１８８（４） 

労働法コラム  第８９回  

 

 

     

     黒崎合同法律事務所 

       三苔 和嘉 弁護士 

 

憲
法
上
認
め
ら
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
と
は
、
自
己
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
権
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
と
、
私

生
活
上
の
事
情
や
、
個
人
の
秘
密
な
ど

が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

労
働
契
約
は
、
労
働
者
自
身
の
肉
体
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
以

上
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
情

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
出
た
り
、
意

図
せ
ず
明
ら
か
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
し
ま
い
、
労
働
者
自
身
が
情
報

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

特
に
、
①
健
康
情
報
、
②
服
装
や
髪

型
・
身
だ
し
な
み
等
、
③
所
持
品
検
査

等
、
④
電
子
メ
ー
ル
等
、
と
い
っ
た
場

面
で
問
題
が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
ま

す
。 

 

ま
ず
、
①
健
康
情
報
に
つ
い
て
で

す
。
労
働
者
自
身
の
病
歴
に
関
し
て

は
、
秘
匿
性
の
高
い
も
の
で
、
本
人
の

同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て

取
得
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
、
採
用
時
に
健
康
情
報
（
健
康
診
断

の
結
果
）
の
取
得
を
行
っ
た
り
、
雇
い

入
れ
後
に
健
康
診
断
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
雇
い

入
れ
後
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
労

働
安
全
衛
生
法
上
の
義
務
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
健
康
状
態
の
把
握
を
行
う

こ
と
は
使
用
者
の
義
務
と
な
っ
て
い

る
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
使
用
者
が
労
働
者
の
病
歴
等
を

知
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
よ
う
に
も
思

い
ま
す
。
た
し
か
に
、
労
働
者
の
健
康

状
況
を
何
ら
把
握
せ
ず
に
使
用
す
る

こ
と
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
と
い
う

面
か
ら
必
要
に
も
思
え
ま
す
。
し
か

し
、
感
染
症
な
ど
の
社
会
的
偏
見
に
つ

な
が
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
職
場
内
で
の
不
必
要
な
差
別
を

生
む
な
ど
の
可
能
性
が
生
じ
る
恐
れ

も
あ
り
、
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
裁
判
例
で
も
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
結
果
の
調
査
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
同
意

な
く
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
不
法
行

為
と
当
た
る
と
さ
れ
た
事
案
が
あ
り

ま
す
。 

 

②
服
装
や
髪
型
・
身
だ
し
な
み
に
つ

い
て
は
、
労
働
者
の
個
人
的
自
由
に
属

す
る
事
柄
で
す
。
基
本
的
に
は
、
労
働

者
の
自
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
っ
と
も
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
や
信
用

維
持
の
必
要
性
か
ら
、
業
務
上
必
要
な

範
囲
か
つ
労
働
者
の
利
益
や
自
由
を

過
度
に
侵
害
し
な
い
限
度
に
お
い
て

の
み
、
労
働
者
の
服
装
や
身
だ
し
な
み

を
規
制
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁

判
例
で
も
、
長
髪
や
髭
を
不
可
と
す
る

身
だ
し
な
み
基
準
を
認
め
な
か
っ
た

も
の
や
、
茶
髪
を
戻
さ
な
い
こ
と
を
理

由
と
す
る
解
雇
を
無
効
と
し
た
も
の

も
あ
り
、
身
だ
し
な
み
の
規
制
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

③
所
持
品
検
査
に
つ
い
て
、
労
働
者

の
所
持
品
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
領
域
で
あ
る
と
言
え
、
無
断
で
行

う
こ
と
は
原
則
と
し
て
不
法
行
為
に

当
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と

も
、
金
品
の
不
正
隠
匿
の
摘
発
・
防
止

な
ど
の
合
理
的
な
目
的
の
下
で
、
一
般

的
に
妥
当
な
方
法
と
程
度
で
、
制
度
と

し
て
従
業
員
に
対
し
て
画
一
的
に
実

施
さ
れ
る
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。 

 

④
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
利
用

す
る
電
子
メ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
得
ま
す
。
電
子

メ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
所
持
品

検
査
と
同
様
に
、
合
理
的
な
目
的
の
下

で
、
一
般
的
に
妥
当
な
方
法
と
程
度

で
、
制
度
と
し
て
従
業
員
に
対
し
て
画

一
的
に
実
施
さ
れ
る
場
合
に
認
め
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
職
務
上
の
必

要
性
な
く
、
個
人
的
な
好
奇
心
か
ら
行

わ
れ
た
り
、
責
任
の
あ
る
立
場
に
な
い

者
か
ら
行
わ
れ
た
り
す
る
も
の
な
ど

で
あ
れ
ば
、
違
法
と
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
の
私
的

利
用
に
つ
い
て
は
、
職
務
専
念
義
務
違

反
と
な
り
得
ま
す
が
、
職
務
遂
行
の
支

障
と
な
ら
ず
、
使
用
者
に
過
度
な
経
済

的
負
担
を
か
け
な
い
な
ど
、
社
会
通
念

上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
の
私
用

メ
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
就
業
規
則
上
の
禁

止
規
定
が
な
い
限
り
、
職
務
専
念
義
務

違
反
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か

か
わ
る
事
情
を
使
用
者
に
明
か
す
場

面
が
多
く
あ
る
労
働
契
約
で
す
が
、
秘

匿
性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
護

さ
れ
て
い
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。 

次
回
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。 

 

「にこにこペースの平和マラソン」の 

ランナー募集！ 

 この平和マラソンは、平和を願う一人一人が“に

こにこペース”で小伊藤山公園まで走って、１２時

にゴールしましょうというものです。自宅からでも

かまいません。 

モデルコースとして四つのコースを設けていま

す。 

日時：７月２４日（日）１２：００  

小伊藤山公園ゴール 

《モデルコース》 

【Ａ】門司港駅８：３０発→勝山公園１０：４０ 

→小伊藤山公園１２：００着（約２０ｋｍ） 

【Ｂ】下曽根駅９：００発→勝山公園【Ａ】と合流し

小伊藤山公園へ  （約１７ｋｍ） 

【Ｃ】八幡駅８：５０発→若戸渡船→黒崎駅１１：３

０→小伊藤山公園着 （約２０ｋｍ） 

【Ｄ】折尾駅１０：４０発→黒崎駅１１：３０ 

【Ｃ】と合流し小伊藤山公園へ（約８ｋｍ） 

〈申込・問合せ〉 

西村文男（携帯０９０－７４５５－１８５３） 

 


